
学びに向かい、確かな学力を身につける子どもの育成  

～児童が自ら学習を進めていくための学習展開の工夫～ 

下関市立小串小学校  

１ 研究の背景 

（１）今日的教育課題から 

    近年、情報技術の飛躍的な進化等を背景とした人工知能（AI）の急速な進化やグロー

バル化の進展などに伴い、社会の変化は加速度を増し、複雑で予測困難となってきた。

そのような社会の中で、子供たち一人一人が、直面する様々な変化を柔軟に受け止め、

感性を豊かに働かせながらどのような未来を創っていくのか、どのように社会や人生を

よりよいものにしていくのかを考え、予測できない変化に受け身で対処するのではなく、

主体的に向き合って関わり合い、その過程を通して、自らの可能性を発揮し、よりよい

社会と幸福な人生の創り手となっていけるようにすることが必要である。  

    このような時代において、子供たちが未来を切りひらくために必要な資質・能力を確

実に育成することを目指し、子供たちに求められる資質・能力とは何かを社会と共有し、

連携する「社会に開かれた教育課程」を重視している。また、現行学習指導要領の教育

内容を維持した上で、知識の理解の質を更に高め，確かな学力を育成すること、加えて、

道徳教育の充実や体験活動の重視、体育・健康に関する指導の充実により、豊かな心や

健やかな体を育成することとしている。  

つまり、知識の理解の質を高め資質・能力を育む「主体的・対話的で深い学び」を、

「何のために学ぶのか」という学習の意義を共有しながら、「何ができるようになるか」

を明確にして、授業の創意工夫や教科書等の教材の改善を引き出していけるよう、全て

の教科等を、「1．知識及び技能の習得」「2．思考力、判断力、表現力等の育成」「3．

学びに向かう力、人間性等の涵養」という三つの柱で再整理されたところである。  

 （２）本校の教育目標から 

    本校では、「自ら考えて、『学ぶ』『伝え合う』『行動する』子どもの育成」を教育目 

標に掲げ、豊かな感性や確かな学力を育むための教育を推進している。この具現化のた

めに、体験活動の充実や地域の方との交流活動の推進、心の教育の推進、個に応じた指

導の充実などを進めてきた。その中で、本年度の重点取り組み事項を、①学力向上 ②

思いやりの心の涵養 ③基本的な生活習慣の定着とした。特に、学力については、子ど

もたちが主体的に取り組む授業、ICT の活用、「書くこと、聴くこと、話すこと」を大切

にした教育実践を進めていきたいと考える。  

 （３）これまでの研究実践と子どもの実態から 

    本校の児童数は、現在２３名で、１・２年、３・４年、５・６年全てが複式学級であ

る。子どもたちは、地域の方々の温かい眼差しに支えられ、明るく素直に育っている。

しかし、幼い頃から変化の少ない友達関係の中で生活していることから、お互いに高め

合おうとする態度や、自分で考えて物事に取り組んでいこうとする態度を育てていくこ

とが課題として挙げられてきた。 

本校では「かかわり合い」を「学習材・学習仲間・学習者自身」の３つの視点でとら

え、研究を進めてきた。平成２９・３０・３１年度は「学びがより深まる伝え合い活動

をめざして」というサブテーマで研修した。その結果、「話し合いに積極的に参加する子



どもが増えた。」「以前より、教え合い、聞き合う姿勢が身に付いてきた。」「自分の考え

をもって物事に取り組んでいくことができるようになってきた。」などの成果を挙げる

ことができた。  

その一方で、自分やみんなの考えをよりよいものに高め合っていこうとする意識が育

ってきているものの、友だちの考えを聞いて自分との違いやよさを考え判断するまでに

は至っていない。また、自分の考えをしっかり言葉にしたり、書いたりすることが十分

に出来る児童と、思いを言葉に出来ず、書くことを面倒くさがって取り組まない児童と

の、学力の２極化がみられた。そのことにより低位の子どもの学習意欲が見られず、学

習に向かう姿勢に課題があると思われた。 

そこで、令和２年度より研修主題を「学びに向かい、確かな学力を身につける子ども

の育成」とし、そこで、学びに向かう子どもの育成に焦点を当てて研修を進めていくこ

ととした。令和２・３年度は、見通しを持たせることで、学習意欲を喚起することを研

修の重点とした。児童にとって身近な課題やわかりやすい問題、既習事項の復習からの

導入など様々な手法を取り入れることで、ある一定の成果を見ることはできた。 

令和４年度は、完全複式となることを見越し、ガイド学習やリーダー学習を取り入れ

た授業研究を研修の重点とした。複式学級未経験の教員も、複式指導に意識を向け、手

法について学ぶことができた。 

しかしながら、基礎・基本的な学力の定着が難しく、一般的な複式の授業形態が、本

校の児童の実態にそぐわない面が見られた。本年度は、更に、児童の実態に寄り添った

研修、授業形態の確立を追求していきたいと考えた。 

 

２ 研究の内容 

（１） 研究の視点 

①基礎学力をつける。 

 ・授業の中での習熟、ドリルやプリントを活用した積み重ね 

 ・個別の指導 

 ・アウトメディア週間での反復練習と評価テスト 

②児童が自分の考えを明確にし、全体に伝え広げ共有する。 

・自分の考えを明確にするため、線を引く、丸で囲む、絵や図にかくことの積み上げ 

・自分の考えを、ノートに言葉で書くことの積み上げ 

・自分の考えを、分かりやすく表現するための方法や支援（各学年の評価話型） 

・話し合いの仕方や形態の工夫、児童が考えを深め広げるための指導の工夫 

（２） 研修の内容 

○ 児童の課題（自分の考えを分かりやすく伝え、相手の考えをくみ取ることができ

る子ども・学習仲間とお互いに学び合い、高め合っていくことができる子ども）の

解決につながる授業の工夫・改善 

○ これまでの研修の成果を基盤にした複式学級における授業の進め方の習熟 

     ① 学習過程を意識した授業の在り方・指導方法の研究 

      ・「つかむ」過程を重視 → 見通しが立てられる、導入での課題提示の工夫 

 ・考える」過程 → 主語・述語を明確にし、自分の考えを分かりやすく表現する



など、話す・聞く・考える活動の充実と支援の方法 

      ・ペア・グループ・全体などいろいろな形態での効果的な話し合い活動 

      ・「話し合う」段階において、自分の考えを伝え合うとともに、お互いの考えを練

り合わせ、深めたり広げたりする場の工夫や支援の方法 

② 学び合いの基礎となる「書く・話す・聞く」力の育成 

      ・自分の考えを分かりやすく伝えるためのノートの活用  →【かしこくなるノート

の使い方１０】の改良 

      ・低・中・高学年毎の「評価話型」を教室に掲示 

      ・児童が聞けているかの確認「〇〇さんの言ったことは、どういうこと？」とい

う問い返し 

・聞き方と学び合いについて、聞き方の系統表を活用 

（３）具体的な実践内容 

     ①授業公開（年 4 回）※内３回は外部から講師を招聘  

       研究の視点及び研修の内容を踏まえた「指導案の検討・作成」「授業の実施  

「授業後の振り返り」を積み重ねていった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「１・２年生 算数の指導案」 ※複式学級のため 2 学年分の指導案を 1 枚にまとめて作成している  



   ②リーダーカードの工夫・改良  

     本校は、今年度から全学級複式となったため、どの学級でも、教師が隣の学年の指

導をしている時は、自分たちで授業を進めていかなくてはならない状態が生じる。そ

こで導入しているのが「リーダーカード」である。どんなリーダーカードが良いの

か。どんな内容が書かれているべきか。渡すのはリーダーだけが良いのか等、様々な

試みを行った。  

     どの学年も、「紙媒体・リーダーのみの配付」でスタートしたが、次第にタブレッ

トを活用することが主流になり、リーダーだけでなく全員が見ることができるように

なり、字の太さや字体を変えて読みやすさや使いやすさを追求するなど、この 1 年

の間に様々な工夫・改善が行われていった。  

   ③教材・教具・場の工夫  

    （例１）教材の工夫「秘密基地づくり※ゴーヤを用いて」 

     ・子どもたち自身が主体となり、アイデアを出したり 

意見を戦わせたり、協力したりするような、活動自体 

に魅力ある教材を開発することも、研究課題に迫る１ 

つの方法であると考える。とはいえ、その教材をもと 

に、いつ、何を、どのように子どもたちに仕掛けるか 

が重要である。 

    （例２）教具の工夫「見通しボード」 

     ・特別支援学級における実践である。複式学級の授業 

スタイルを特別支援学級の児童の実態に合った形に変 

えて行うことにより、特別支援学級においても、教師 

が隣の児童の指導についたときも、自分の力で学習を 

進めることができるようになった。 

   ③場の工夫 

    （例１）机の配置 

     ・複式学級で授業をする場合、黒板を L 字に配置し、 

     それに合わせて児童の机を配置して行うことが多いが、 

     児童の実態や、個人の学びを大切にするのか関わり合 

いを大切にするのか等によって、机の配置を変えるこ 

とが有効であった。少人数で教室に余裕があるからこ 

そ、いろいろな方法を試みることができるのである。 
 

３ 研究のまとめ 

  全学級が「複式学級」となり、複式の授業に初めて本格的に取り組む教員が半数いるとい

う状態のスタートであった。しかし、全学級が複式学級になることを事前に想定し、ここ数

年、複式学級における授業の在り方について研修を進めていたことにより、日々の実践と並

行して研修を深めることができた。また、ただ単に複式学級における授業の進め方の研究に

終わらず、目の前にいる児童の課題を解決するために日々どのような授業を行っていくべき

かということを問い続けたことも、今年度評価すべきポイントであると感じている。  

今年度の学びを、しっかりと次の年度に引継ぎ、さらなる積み重ねを行っていきたい。 


